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株式会社 アイ･エス･レーティング 
 

１． 格付結果 

 

 企業名 エヌ・アール・アイ・セキュアテクノロジーズ株式会社 

 格付の種別 情報セキュリティ格付 

 格付ＩＤコード 10000080106C0902 

 格付スコープ  クリプト便サービス運用業務 
 格付対象 クリプト便サービス運用チーム 

   想定リスク 情報漏えい 

 格付符号 AA
+
is  （ダブル A プラス） 

 格付の方向性 ポジティブ 

 有効期間 2010 年 3 月 31 日から 2011 年 3 月 30 日まで （交付日から 1年間）
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情報セキュリティ格付サマリー 

 
２．格付理由 

エヌ・アール・アイ・セキュアテクノロジーズ株式会社（以下、「NRIセキュア」という。）

は、1995年より野村総合研究所（NRI）の中において研究、コンサルティング、システムソリ

ューション開発を通じて情報セキュリティサービスの提供を開始し、2000年にNRIのセキュリ

ティスペシャリスト集団として構成された情報セキュリティ専門会社である。 

セキュリティ商品として2001年11月にはセキュアファイル交換システム「クリプト便」サー

ビスを開始し、2003年5月にはＩＳＭＳ認証を全社全部署にて一括取得している。このように、

情報セキュリティに対して極めて高い意識と積極性を持って取り組んできており、2009年3月

には情報セキュリティ格付を新規受審し、今回2回目となる更新審査を実施した。更新審査の

経過を通じて確認された主な点は次のとおりである。 

マネジメント成熟度の観点では、体系的に整備された規程類は充実し、実装・運用において

も着実に実行される仕組みとしてワークフローを取り入れた運用を行っている。また、情報セ

キュリティのプロ集団として取り組みへの工夫・改善の見直しが適宜適切行われており、特に

部門内においても業務一覧を作成し、業務目標の設定、業務の見直しに基づいてルール・手順

の見直しを行い、自らが評価・分析を行う等、高い精度での計画、分析、実装・運用が実行さ

れている。 

管理策強度の観点では、同社が提供するセキュリティサービス群を有効活用し、執務室にお

いては充実した高い強度の管理策を数多く実装し、特に重要情報を保存運用するための横浜第

一データセンターを利用した情報資産の強力な管理も行なわれている。管理策の実装において、

管理者によるレビュー、複数人による管理策の実施など正当な権限を有する悪意ある内部者に

対する有効な管理策も織り込まれている。 

総じて、マネジメント成熟度の観点では継続的な改善プロセスを有し、高水準の管理状態を

維持・発展させており、またセキュリティ対策強度の観点では、悪意のある内部者に対する管

理策までも講じられている。 
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